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■ 採用意欲は依然旺盛の見込み 
2026年卒の採用・就職戦線は、どのような展開が予想されるだ

ろうか。まず、企業の採用意欲から確認したい。 
今年 10 月に実施した調査で 2026 年卒者の採用見込みを尋ね

たところ（図４－①）、6割近く（57.9％）が「今年度（25年卒）
並み」と回答。「増える見込み」18.7％に対し「減る見込み」は
6.4％で、「増加」が「減少」を大きく上回る。従業員規模が大き
いほど「増える見込み」の割合が高い。業界別でも、いずれも「増
える」が「減る」を大きく上回る。企業の採用意欲の高い状態が
来期も継続する見込みだ。 
売り手市場が続き、計画数未達のまま終える企業も増加傾向に

ある。Part1で述べたように、2025年卒採用でも採用数を充足で
きないまま終える見込みの企業は多い。その分を次年度で充足さ
せたいという考えから、採用計画数の増加につながっているケー
スも少なくないだろう。慢性的な人手不足の解消、事業拡大に伴

う増員や新規事業のための専門性の高い人材の確保など、需要は
高まる一方だ。また、転職市場の過熱により、キャリア採用にお
ける難易度も上昇しており、その分を新卒採用で補いたいという
企業もあるようだ。今回の結果からは、企業の採用意欲のさらな
る高まりが確認された。来期も厳しい採用戦線が予想される。 
 
■ 企業は早期対策に注力 

2026年卒の採用に向け、企業はどのような課題をもち、取り組
んでいこうと考えているのだろうか。 
注力したいことを尋ねたところ（図４－②）、最も多いのは「早

期接触学生のフォロー」で 5 割強（54.1％）。「プレ期の活動」
（51.2％）、「インターンシップ等の実施・見直し」（49.8％）も約
半数が選んだ。採用広報解禁前のプレ期にいかに学生の認知度や
志望度を上げるかが、採用の成功可否を握る一つの大きなカギと
なっており、早い時期からインターンシップやオープン・カンパ
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ニー、イベントなどを通じて、学生との接点を増やす動きが強ま
っている。加えて、そこで接点をもった学生を本選考につなげる
ことに注力する方針をとる企業も増加している。 
 
■ 企業も学生も前のめりの姿勢が鮮明に 
採用活動の開始時期もさらに早まる見込みだ。まず、面接開

始時期を見てみる（図４－③）、最も多いのは 3月（20.7％）で、
4 月（13.6％）が続く。2025年卒実績に比べ、どちらも 6ポイ
ント減と大きく減少。その分、12月以前のポイントが増加して
いる。 
内定出しの開始予定時期も、3月が最多（18.8％）。僅差で 4月

が続く（17.6％）（図４－④）。1月以前が前年実績を上回り、面
接開始時期だけでなく、内定出し開始時期も大幅に早まる見込み
だ。早期に接点をもった学生を選考・内定につなげるため、面接
や内定出しを前倒しで進めようとする企業の姿勢が表れている。 
学生の動きも見てみたい。2026 年 3 月卒業予定者に、業界研

究と企業研究について、それぞれ力を入れたい時期（入れた時期）
を複数回答で尋ねた（図４－⑤）。 
まず、業界研究を見ると、6月には4割を超えており（40.7％）、

早期から取り組む学生が多かった様子がわかる。6月から 9月ま
で 4割前後が続き、夏季インターンシップ等への参加を通して業
界研究を行う学生が多かったと見られる。 
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企業研究に力を入れたい時期は、8 月から 11 月にかけて 4
割台が続く。プレ期に開催されるインターンシップやオープ
ン・カンパニーが、企業を深く知る手段として機能している
とも言えるだろう。また、年内から早期選考を実施する企業
も少なくないことから、インターンシップ等の参加者を中心
に、選考対策としての企業研究に早めに取り掛かるという面
もあると見られる。売り手市場が続き、内定を得ること自体
の難易度は下がっている昨今においても、学生の人気が集中
する大手企業の競争倍率は高い。こうした傾向に危機感をも
ち、企業の動きに遅れまいと、学生も前のめりで動いている。
採用広報解禁 3 月、選考解禁 6 月という現行の日程ルールは
2026年卒採用で10年目を迎えるが、早期化は進むばかりだ。 
 
■ インターンシップ等 参加者確保に焦点 
プレ期の活動の中心となる、インターンシップやオープン・

カンパニー等の実施状況について、少し詳しく掘り下げる。
今年度の企業の実施状況（予定を含む）を時期別に尋ねたとこ
ろ、夏季と冬季の実施率が高く、ともに7割超（71.6％、73.6％）
（図４－⑥）。秋季は 6 割強（66.2％）と、夏や冬に比べると
やや低いが、実施率の伸びは顕著で、2022 年度に比べて 15

ポイントあまり増加した（51.0％→66.2％）。時期を問わず多
くの企業が実施を予定しており、3月の採用広報解禁前に学生
と接点をもちたいと考える企業が増加していることがうかが
える。 
続いて、今年度のインターンシップ等の実施方針を尋ねた

（図４－⑦）。最も多いのは「プログラム内容の拡充を図る」
で約 4 割（40.8％）。就業体験や実務を伴う、実践的なプログ
ラムが増加する見込みだ。僅差で「受け入れ枠を増やす」が
続く（40.0％）。再定義 2 年目となるが、前年度の自社の実績
や他社の動向を踏まえて、よりよいプログラムを試行しよう
とする企業が多いようだ。 

3 番目に多いのは「参加者募集のための広報を強化する」で
37.6％。年々実施企業や受け入れ枠が増加していることなど
により、参加者確保の難易度が上がってきている。前年度、
十分な学生の応募を得られなかった企業も多く、対策を講じ
る必要性に迫られる企業も少なくない。これまで述べたよう
に、プレ期にどれだけ学生と接点を持てるかが、採用の成否
を大きく左右すると考えられているためだ。多くの企業がイ
ンターンシップ等の募集を行う中で、他社と差別化し選ばれ
るプログラムの設計と広報活動が求められていると言える。
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■ 学生の参加意欲も高い 
2026年卒の学生の状況についても見てみたい。9月下旬時点で

の参加経験と今後の参加意向を、タイプ別に尋ねた（図４－⑧）。
「タイプ１：オープン・カンパニー」は、回答者の経験率が 9割
を超え（92.6％）、今後の参加意向も約 8割と高い（79.2％）。就
活準備開始直後の学生が、業界研究・仕事研究のために幅広く参
加するには、短時間で開催されるオープン・カンパニーが適して
いるのだろう。さらに、オンラインで開催されるケースも多いこ
とから、企業側の受け入れ人数も多い。学生にとってもハードル
は低く、情報収集の場として活用していることが読み取れる。 
一方、「タイプ３－①：汎用的能力活用型インターンシップ」

は、経験率は約 4 割（39.7％）だが、参加意向は 7 割（70.8％）
に上り、差が大きいのが目立つ。企業の受け入れ枠が少ないため、
希望しても参加できない学生が多かったことが想像できる。加え
て、オープン・カンパニーに複数社参加して志望業界や企業が定
まってきたことで、今後複数日程のプログラムに参加して理解を
深めていきたいという学生もいると見られる。また、採用選考に
つながることを期待して志望企業のインターンシップに参加し
たいと考える学生もいるだろう。 

2026年卒の学生の参加意欲は総じて高く、夏前から動き出す

学生も例年以上に増加した。一方で、昨今の就職環境を楽観的に
捉える学生も少なからず存在する。就職への意欲や志向、就活ス
タイルが多様化することで、学生の動きを捉えることがより一層
難しくなるだろう。 
 
■ これからの採用に向けて 
 少子化が進み若年人口が減少する中でも、大学進学率の上昇を
背景に増加していた大学生数だが、いよいよ減少に転じる時期に
差し掛かっている。今後も売り手市場は続き、これまで以上に採
用活動の難易度が上がっていくことが予想される。従来のような、
できるだけ多くの母集団を集め、その中から自社に合う人材をふ
るいにかけるという手法は、一部の人気企業を除いて限界を迎え
るだろう。インターンシップは、相互理解を深めるだけでなく、
学生の成長を促す機会にもなり、優秀な人材を育て採用すること
につながるだろう。また、留学生や外国人材の採用、ジョブ型な
ど採用形態の多様化や人事制度の見直しも有効な手段となるだ
ろう。 
売り手市場を背景に早期化が加速していく採用戦線だが、一度

立ち止まって、自社にとって必要な人材要件や採用のあり方を大
きく見直すことも必要ではないだろうか。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企 業 の 声 「新卒採用に関する企業調査―内定動向調査」（2024年 10月調査）より 

■2026年卒採用で注力したいこと 
 
○プレ期に動いている優秀層の学生と多くの接触ができるようにし
たい。 

 
○夏によい学生と接触することができたので、内定までつなげられる
ようにフォローしていきたい。 

＜情報処理・ソフトウエア／中堅＞ 
 
○2025 年卒はマンパワー不足により、内定者フォローにリソースを
さけなかった部分があったので、2026 年卒の活動では実施してい
きたい。 

 
○大学との関係を強化し、安定的な採用体制を構築したい。  

                              ＜素材・化学／中小＞ 

 
○自社の採用ホームページの刷新に注力する。 

＜情報処理・ソフトウエア／中堅＞ 
 
○人材要件や選考基準などの社内方針を改定し、書類選考通過率を上
げることを優先的に行いたい。学校との連携は必須のため、最も注
力する予定。  

 
○職種別採用を試験的に導入する予定。 

＜精密機器・医療用機器／中小＞ 
 
○配属の初任地を確約するか検討したい。 
 
○リクルーターを増やし、かかるマンパワーを分散させたい。 

＜水産・食品／中堅＞ 

＜専門商社／中堅＞ 

＜運輸／中堅＞ 

＜情報処理・ソフトウエア／中小＞ 

＜運輸・倉庫／大手＞ 



 

 

  

 

参考データ➍ 留学生の採用とキャリア意識 
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調査概要  
■外国人留学生／高度外国人材の採用に関する調査 
調査時期：2023年12月11日～25日 
回答社数：478社 

■海外留学生の就職活動に関する調査 
調査対象：卒業時期が2023年5月以降の日本人留学生 
調査時期：3月 1日～22日 
回答者数：554人 

■留学生を採用する目的 ≪企業調査≫ 
「優秀な人材を確保するため」が日本人留学生・外国人留学生ともに圧倒的に多い。「グローバルな感性・国際感覚の発揮」
も留学生に共通して期待する項目だ。一方で、「日本国内の新卒だけでは充足できない数的補完」という側面も一定数ある
ようだ。なお、外国人留学生は「社内活性化」「ダイバーシティ強化」が日本人留学生に比べ高い。 

■企業に評価してもらいたいこと ≪学生調査≫ 
いずれも 1 位は「コミュニケーション能力」で、留学経験に関係なくそれぞれ 5割前後が選んだ。国内学生は 2位以下に
「協調性」「熱意」「明るさ」などが続き、性格や性質をアピールする傾向が強いが、日本人留学生・外国人留学生は「異文
化対応力」「基礎学力」「語学力」などが上位に入り、留学経験を通じて向上させた能力を評価してもらいたいと考える留学
生が多いことが読み取れる。 

■外国人留学生の就職活動に関する調査 
調査対象：2024年3月卒業予定の外国人留学生 
調査時期：7月 1日～25日 
回答者数：304人 



 

 

  

 

参考データ➎ 社会人1年目調査より 

31 

■入社後のギャップと転職意向 ≪社会人調査≫ 
入社 1年目の 2月時点で「転職活動中」「転職活動はしていないが検討中」を合わせて 4割超が、転職を意識していると回
答（計 43.0％）。この「転職活動中・検討中」グループは、「転職は考えていない」グループに比べ、入社後のギャップを感
じた割合が高い。とりわけ「とてもギャップがあった」が 2割以上に上る（23.1％）。 

■就職活動中にもっと知っておけばよかったと思うこと ≪社会人調査≫ 
「とてもギャップがあった」グループは全体的に数値が高く、企業への理解が浅いまま入社した人も少なくないようだ。
ギャップがなかったグループと比べると、「実際の仕事内容」「残業・休日出勤の実態」「社風」の差が顕著。就活時の情
報不足により入社後にギャップが生じ、ひいては転職意向へとつながって行くケースも少なくないのだろう。 

＜転職意向の有無＞                ＜入社後のギャップ＞ 

調査概要  
■入社 1年目社員のキャリア満足度調査 
 調査対象：2023年度新入社員（2023年 4月入社者） 
        （元「キャリタス就活 2023」学生モニター） 
 調 査 時 期：2024年 2月 7日～21日 
 回 答 者 数：500人 



 

 

 

キャリタス コーポレートサイトでは、 
採用・就職に関する様々な調査結果をご紹介しています。 

https://www.career-tasu.co.jp/career_research/ 
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